
高度熟練技能者の作業分析とデジタル化

溶接作業編

（立て向き溶接、横向き溶接）

ISSN１３４０―２４１２

調査研究報告書 No.１２０
２００４

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター
雇用・能力開発機構



高度熟練技能者の作業分析とデジタル化

溶接作業編

（立て向き溶接、横向き溶接）

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター
雇用・能力開発機構



は じ め に

我が国経済、産業が継続的な発展を続けていくためには、製造業等ものづくり基盤産業

の発展が不可欠であり、海外に技術移転されている分野について、当該産業に従事する人

材の確保と育成、ものづくり技能の伝承、発展が喫緊の課題となっている。

こういう状況の中で本研究では、「高度熟練技能の作業分析とデジタル化」をとおし、

現役の高度熟練技能者の方々が持ち合わせているハードの技能、技術の分野、その方に体

化された「カンコツ」といわれるソフトの知的熟練技能分野をできるだけ効果的・効率的

に抽出し、人材育成できる能力開発コースとして開発することを目的としている。

今回調査研究する業種としては、作業者の技術、技能に依存する割合の高い炭酸ガス

アーク溶接分野とした。

本報告書では、高度熟練技能者の持つブラックボックス化した技能、技術を可能な限り

作業分析し、溶接技能解析装置を用いたり、詳細なビデオ映像と細部のアニメーション化

を図り、訓練受講者の視覚に訴え理解を助ける工夫を行った。また、作業前後に詳しいヒ

アリングを行い、高度熟練技能者が持つ「カンコツ」の部分を分かり易い表現で明らかに

した。

本報告書が、今後高度熟練技能者の育成に携わる方や、同熟練技能を習得したいという

方々の参考になれば幸いである。

なお、本年度調査研究実施にあたり技能者の選定、撮影などにご協力いただいた株式会

社日立製作所をはじめ皆様方に心よりお礼を申し上げます。

２００４年２月

職業能力開発総合大学校

能力開発研究センター

所 長 池 本 喬 三
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